
ジュニア選手育成強化事業 

 
１ 事業目的 

 国民体育大会などの全国規模の大会へ出場するジュニア選手の競技力向上を図るとと

もに，将来，オリンピックなど世界大会で活躍できる選手を広島県から輩出する。 

２ 事業内容 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 予算額 
  １８６，０５９千円（前年度１８６，０５９千円） 
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県内･県外強化合宿
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競技スポーツの振興 

県体協，県教委  各競技団体 

ｽｰﾊﾟｰｼﾞｭﾆｱ選手育成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

東京オリンピック

に向けた特別強化対策

H28 インターハイ特別強化対策 

運動部強化支援 

トップ 
アスリート 

強化合宿等 

県立高校体育科 県立高校拠点校

 ジュニア選手育成強化  
   全国のトップを狙える競技を中心とした 
 ジュニア選手の強化育成 

  (1) 強化合宿等  
   〈対象〉中学生・高校生 
   ○東京オリンピック（2020 年）に向けた 

特別強化対策 

    →特に競技力の高いジュニア選手の 

海外遠征，強化合宿等 
   ○全国トップレベルの団体等との合宿 
     →競技力の高いジュニア選手の 

強化合宿や医・科学サポート事業等 
   ○県内・県外強化合宿 
     →ジュニア選手の強化合宿や医・科学 

サポート事業等 
 (2) 運動部強化支援 

   ○県立高校競技力向上拠点校 
     →主にマイナー競技の拠点校化による 
    競技力の強化 
  ○中国ブロックで開催の平成 28 年度全国 

   高等学校総合体育大会（インターハイ） 
   に向けた特別強化対策等 
     →入賞可能性のある競技に対する 
    特別強化対策 

   ジュニア選手発掘育成
   優れた運動能力を有する 
 児童の早期発掘 
  ○スポーツ教室，競技会 
    →競技団体が行うｼﾞｭﾆｱ 
   選手発掘を支援 
  ○ｽｰﾊﾟｰｼﾞｭﾆｱ選手育成 
  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
   →県体協，県教委が行う 
   ジュニア選手発掘・育成 
     （主にマイナー競技） 

スポーツ教室・競技会 

 オリンピックや全国大会で活躍 


